
Kikkoman Do Brasil

ブラジルでのビジネス環境及び
ビジネス展開



Kikkoman do Brasil社



1.Kikkoman do Brasil社の会社概要

1908年6月18日

781 名の日本人移民が笠戸丸に
てサントス港に到着。

現在約200万人の日系人の方が
ブラジルにいる。
(※人口の約１％にあたる)



1.Kikkoman do Brasil社の会社概要

1934年

カンピーナス市にある東山農場
内にて、清酒工場の建設を開始、
1935年より“東麒麟”の清酒を
製造販売開始





1.Kikkoman do Brasil社の会社概要

酒 食品類、米しょうゆ等



２．当社商品(液体調味料)

日本品質の本醸造しょうゆから、しょうゆをベースとした液体調味料、
現地嗜好に合わせた液体調味料まで幅広く展開



KIC品の販売実績推移２．当社商品（酒類）

Azumaブランドの現地生産の日本酒

酒をベースとした様々なカクテルの提案を強化、Sakeの裾野を広げる試み



２．当社商品(食品類)

弥勒米（ミロク米）から料理酒・みりん類・お酢まで、
幅広いラインナップを展開



KIC品の販売実績推移２．当社商品（キッコーマンしょうゆ）

2021年11月キッコーマン南米大陸初の工場として、本醸造生産開始。



■現地大手スーパーとの取組み

３．流通取り組み



４．ブラジルでのビジネス環境・課題

欧米と違い日系移民によるブラジル現地商品が多く存在

【しょうゆカテゴリ】 【清酒カテゴリ】

日本とは異なる造りのしょうゆが主流
大豆+とうもろこしを主原料とするしょうゆ

(※日本は、大豆+小麦)

日本の伝統的な清酒造りとは異なる、
低価格タイプのSake。



日本食だけでなく、「現地ブラジルの食」との融合
を目指し、しょうゆだけでなく、幅広い調味料を
提案し、オリエンタル調味料メーカーとしてレシピも
含めた提案を強化。

４．ブラジルでのビジネス環境・課題



低価格のナショナルSakeの台頭により、そのシェアを奪われるという課題。

Alc％の高いピンガの代わりにSakeをベースに使った
カイピリーニャならぬ「サケピリーニャ」を市場で展開。
女性や若年層中心に支持を獲得。

４．ブラジルでのビジネス環境・課題
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